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障害者が地域の中で、安心して暮らせるように

目を覆うばかりの惨状に、何

にも力になれない無力感を感じております。

こんな中で、障害児や障害者たちは、どう過ごしているのかと思うと、心が痛みます。 戦

争中は、厄介者として「牛小屋に隠されて生活してきた.. . Jという話を聞いて衝撃を受けた

のが、私が障害者運動をしている方たちの活動に接した初めでした。 今は、そんな差別を

する人の方が恥ずかしいというのが通念となりつつありますが、事態が極限状態に置かれた

時、動けなかったり、急激な変化に対応できない人達はやっぱり弱者であります。

平成7年阪神大震災のおり、私たち「支える会」の前身「地域で生きる障害者を支援する

会」は、「港北ふれあい委員会j との共催で、被災地の障害者団体の方を呼び「阪神大震災に

まなぶj という講演会を行うと共に、港北区及び近隣の地域の障害者や親達にアンケート調

査を行い、報告書を出版し災害時の対応、対策の検討への提案を行いました。

今繰り返し放映される画面を見て、当時一番初めに立ち上がった障害者団体や地域作業所

の活動の事、生活面で困った事などの話が思い出されましたが、障害者の活動も地域差が大

きく、今度の場合はどうなっているのか心配されるところです。

* * * 
ところで、私たちの間で今一番気になる事は、障害者福祉予算の削減です。

先日活動ホーム連絡会、地域作業所連絡会、グループホーム連絡会に対し、横浜市より “来

年度の厳しい状況についてご理解とご協力をいただきたい"という説明会がありました。

一方、国の「脱施設」の基本方針で、横浜に作る予定であった3施設について国からの補

助金がで、ない事になったため、横浜市が肩代わりし 1億7000万円も支出する事を補正予

算で決めています。これは、地域の中で暮らすという方針に逆行するものであり、当然当日

は障害者や現場で働く出席者の中から激しい声が上がっていました。

福祉局としては「これまでの水準は維持したい」といっていますが、「横浜市が単独で担っ

ている部分を何とかする事に.. . Jと誠に歯切れの悪い解答でありました。
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豊かな命の持ち主に

阿部八重子

私が介護疲れで体調を壊し辛い思いをしている時に、 2館目のグ、ノレー

プホームが完成しましたので息子が入所する事が出来ました。体験入居も

経験していましたので、健市も違和感もなくとけこんで、くれました。

入所当時は私も余計な事を考え心配でしたが、この頃は本人も昼は「しも

だ¥ょっばの部屋」に行って、帰りは「グループホーム・第2ょっばホーム」が日課だと思っているよう

です。早く慣れて365日制になればとそんな賛沢な事を考えています。お陰様で私も、気分転換の

為、箱根、京都と旅行に行き、又久しぶりに私の実家九州で、親戚の結婚式に人並みに参加する事

も出来ました、良い思い出となりました。これも一重に地域の方、会員の皆様の御協力の賜物と感謝

申しあげます。今後とも宜しくお願い致します。

最近心に残った朝日新聞の記事です

W 2004年9月末現在日本には 100歳長寿者がおよそ23，000人いて、前年の統

計よりも 2，500人近く増加したといいます。

現代人の長寿の理由に医学の発達が関与しているのは確かです。では薬も体温計も血圧計

もない大昔はどうだ、ったのでしょうか。きれいな空気を吸い、澄んだ泉の水を飲み、野に実

る野菜や果物を食べていた時代には、人聞が自然に生きられる期間は70年と考えられてい

たのかもしれません。

人間の寿命については、ドイツの民話集であるグリム童話でもとりあげられています。神

様はロパ、イヌ、サルに30年ずつの寿命を与えようとしましたが、動物たちはそれぞれの

理由で断りました。「長く生きても人聞から酷使されるだけ」というロパ、「足が弱り、歯が抜

けてまで生きたくない」というイヌ、「笑い者になりながら 30年も活きるのはつらい」という

サノレ。結局、ロパは18年、イヌは 12年、サルは10年の寿命をもらいました。欲張りな

人間だけは神様が与えた30年では満足しなかったので、ロパ、イヌ、サルの寿命lこ40年

を加えた 70年をもらいました。

しかし健康で楽しく生きられたのは最初の 30年だけで、残りの40年は、動物が恐れた

ように酷使され、足が弱り、歯が抜け、頭が表え、最後は笑われて寿命が尽きたといいます。

日本人の寿命が延びているのはけっこうな事と思いますが、たとえば100歳以上の長寿

者のうち多くは何らかの援助や介護を受けなければならない状態という事です。寿命は長け

れば長いほどよいわけではありません。めいめいが与えられた寿命は、めいめいが自主的に

生きがいをもって使える時間でなければなりません。例えば、世界中で援助を必要としてい

る人々や国のために時間を使ってみてはどうでしょうか。それでこそ人聞は豊かな「いのち」

の持ち主といえるでしょう。』

私も生きがいを見つけ豊かな命の持ち主になりたいものです
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